生活衛生豆知識№63

国内初のベロ毒素産生大腸菌集団下痢症
　

1978年に、神奈川県内の小規模水道施設が原因として、国内初考えられるベロ毒素産生性大腸菌の集団下痢症が確認されています。その事例の概要は次のとおりですので、参考にお知らせします。なお、食中毒事件としては扱われていません。
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小規模水道水による病原大腸菌集団下痢症
１　概要　　　　
　　昭和53年５月神奈川県津久井郡の集落において、集団下痢症が発生した。発症者は集落内の水道水の利用者に限られていた。原因は水源である湧水が汚染されたためで、病因物質はベロ毒素産生性大腸菌で、国内で初めての腸管出血性大腸菌事故事例であった。
２　発生年月　　　　昭和53年５月（1978.5）
３　発生場所　　　　神奈川県津久井郡　Ｄ集落
４　原因施設　　　　神奈川県津久井郡　小規模水道施設（水道法適用外施設）
５　原因食品　　　　水道水
６　病因物質　　　　病原大腸菌（ベロ毒素産生、血清型UG）
７　摂食者数　　　　１０５名（１７戸）　　　
８　発症者数  　　　  ４８名　 発症率 45.7％ 
９　原水　　　　　　湧水、表流水の併用
10  発生の要因等
　１）すべての発症者の飲用状況等からは集落内の水道水による単一暴露による感染考えられた。

  ２）発症者便の10－６希釈培養法により、24名中17名から１グラム当たり平均106個のＶＴ産生性大腸菌（現在の腸管出血性大腸菌、血清型UG）が検出された。

　３）第１水源（湧水）、食堂の水、冷蔵庫の氷、まな板の拭き取りから、糞便と同一の性状を持つ大腸菌が検出された。

  ４）すべての分離菌株から、ＳＴ及びＬＴの下痢原性毒素の産生は認められなかった。

　５）分離菌株が産生するエンテロトキシン及びＶＴの検出法はマウス胃内投与法、マウス副腎腫傷細胞及びミドリザル腎細胞等の培養細胞による検出法で行った。

６）第１水源の水源の汚染経路は不明であった。

７）水道法適用外施設で、塩素滅菌装置は設置されていなかった。
  ８）国内で初めての腸管出血性大腸菌検出事例であった。

　参考文献　神奈川県衛生部：神奈川県の急性伝染病(昭和52･53年),66-68(1980)
　　　　　　（報告者は神奈川県衛生研究所　浅井良夫）
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　腸管出血性大腸菌Ｏ157による国内初の集団発生は、1990年に埼玉県浦和市のＳ幼稚園での事例となりますが、ベロ毒素産生性大腸菌による集団発生は、上記の1978年に神奈川県津久井郡の水道水による事例となります。発生当時私は、隣の相模原保健所に勤務しており、津久井保健所はほとんどの検査検体を相模原保健所へ搬入していたため、津久井保健所の監視員等があわただしく出入りしていたことを思い出します。　　　　　　　　　　　2010. 11. 5　Ｋ.Oikawa









